








要約:厚生省統計情報部人口動態統計を用いて、1980 年から 1991 年までの 12 年間におけ

る、乳幼児突然死症候群(SIDS)の発生頻度ならび乳児死亡に占める割合の推移について検

討した。同時に窒息、肺炎及び気管支炎、心不全、呼吸不全の死亡率の推移についても検

討した。SIDS の出生 1000 に対する発生頻度は 0.07(1980 年)から O.31(1991 年)と著明に

増加した。1 才未満の全乳児死亡に占める割合も 1991 年には 7.1%(第 3 位)と著明に増加

した。窒息の死亡率は僅かに減少し、心不全、呼吸不全は横ばいであったが、肺炎及び気

管支炎は著明に減少した。以上の結果より SIDS が益々重要な疾患になってきたことが再

認識された。


